
平成２８年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目  
（評価者：海域ワーキンググループ） 

モニタリング項目 No．⑨ 全道での海ワシ類の越冬個体数の調査 

モニタリング実施主体 オジロワシ・オオワシ合同調査グループ 

対応する評価項目 Ⅱ．海洋生態系と陸上生態系の相互関係が維持されていること。 

Ⅶ．レクリエーション利用等の人為的活動と自然環境保全が両立され

ていること。 

 

モニタリング手法 各越冬地におけるオオワシとオジロワシの一斉カウント調査。 

評 価 指 標  海ワシ類の越冬環境収容力 

評 価 基 準  参考資料（基準なし） 

評 価 □評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善 □現状維持 □悪化 

 

 

 

 

今 後 の 方 針  

 

 

 

 

※「今後の方針」には、評価を踏まえた対応方針（例：現状のモニタリングを継続、モニタリング項目

の追加、○○事業の実施 等）を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２８年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目  
◯モニタリングの概要 

調査・モニタリング名 オオワシ・オジロワシ一斉調査 

主  な  内  容 北海道及び本州北部の渡来地、全 192調査区において、オオワシ・オ

ジロワシ個体数の一斉カウントを実施。 

頻       度 年 1回、2月下旬に実施（2016年２月 21日実施） 

調  査  主  体 オジロワシ・オオワシ合同調査グループ 

調 査 結 果 概 要 ・知床半島個体数は 391羽（オオワシ 211 羽、オジロワシ 180 羽）。 

・北海道内個体数に占める知床半島個体数の割合は、オオワシ 21％、

オジロワシ 20％、2 種合計では 20％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

図 1 ブロック別割合（2016年） 

図 2 1985～2016年の一斉調査結果 図 3 2006年以降の知床が占める割合 

（オオワシ・オジロワシ合計の場合） 

表 1 ワシ類個体数 2006－2016年結果 

表図出典：オジロワシ・オオワシ合同調査グループ「オオワシ・オジロワシ一斉調査結果」 


